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1．はじめに
　本学と心斎橋オーパは（以下、オーパ）
2021 年 2 月より産学連携の取り組みを続け
ている。初年度は三重県志摩市の特産品であ
るアコヤ真珠を使用し、本学キャリア創造学
科ファッションデザインコース 2 年生がアク
セサリーや小物をデザイン・制作し、ポップ
アップショップにて販売した。
　それ以降もオーパでは年に 1 度ポップアッ
プショップを開催するなど良好な関係を続け
てきたが、オーパは 2026 年 1 月 12 日をもっ
て営業を終了する�（1）。
　オーパは、1994 年に本館、1998 年にきれ
い館をオープンし、以来、30 年間に渡り営
業を続けてきた。朝日新聞デジタルによると、
オーパは一時期、大阪・ミナミのファッショ
ンの拠点として存在感を示したが、若者の消
費行動の変化もあり、近年は売り上げが低迷
していた�（2）。

　閉店のニュースに「えー！残念」「心斎橋
の待ち合わせ場所が！」「つら＞＜アメ村ど
うなんの」「10 代の頃は『オーパ前集合ね』っ
ていう場所だったのに。悲しい」「ギャル服
買いに行ったね」「昔、ハンジローって巨大
な古着屋があってよく行ったな…」「地下の
フードコート便利やったのに」など惜しむ声
が多く、X では「心斎橋オーパ」がトレンド
入りするなど反響も多く集まっている�（3）。
　今年度でオーパが閉館となるため、本コー
スとの産学連携も最後となる。今年度より本
コースはファッションデザインコースから
ショップスタイリストコースに名称変更した
こともあり、「販売」に重きを置く学びが増
えた。以前のオーパでの産学連携イベントで
は学生がデザイン・制作したアクセサリーや
小物の販売であったが、今年度は現在の学び
に直結する販売研修を実施することとした。
本稿では 2025 年 10 月 27 日（月）にオーパ
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たアクセサリーや小物をデザイン・制作して
販売してきた。

3．販売研修に向けての先行調査
　オーパは大阪のメインストリートである御
堂筋に面し、大阪メトロ心斎橋駅直結の都市
型商業施設である。オーパ周辺には高級ブラ
ンドショップや大丸心斎橋店、心斎橋パルコ
といったオーパと同種の都市型商業施設があ
る。また、古着やストリートファッションを
取り扱うアメリカ村もオーパ周辺にあり、幅
広いテイストのファッションを楽しめる心斎
橋の中心に位置している。
　大阪はキタ（梅田周辺）とミナミ（難波・
心斎橋周辺）で人々の購買行動やファッショ
ンの特徴が異なると表現される�（5）�（6）。そこ
で販売研修を行う前に、オーパに入館してい
るブランドの特徴や客層の特徴をオーパの
ホームページ�（7）やインスタグラム�（8）等で事
前に調査した。その中で学生自身が興味のあ
るブランドと、オーパの販売実践研修受け入
れブランドとのマッチングを行った。
　販売実践研修での学生受け入れブランドは

「A」、「G」、「T/K」、「H」、「M」の 5 ブラン
ドである。ブランドの特徴はオーパのホーム

で実施した販売研修の様子を報告する。

2．心斎橋オーパとの産学連携イベント
　以下は、2020年度から2023年度までファッ
ションデザインコースとオーパが産学連携に
て実施してきたポップアップショップについ
てまとめたものである（表 1）。
　三重県志摩市と本学は 2019 年 4 月に包括
連携協定を締結した�（4）。2020 年度から 2023
年度には志摩市の特産物であるアコヤ真珠を
使用し、男性向けのパールアクセサリーを他
に先がけ考案したり、学生のアコヤ真珠の取
り出し体験から得たエシカルパールを使用
し、ジェンダーレスや環境問題に焦点を当て
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実施日 2021/2/13 2022/2/12・13

ポ
ス
タ
ー

内
容

三重県志摩市のあこや
真珠を使用したパール

アクセサリー

三重県志摩市のあこや
真珠を使用したメンズ
パールアクセサリー

実施日 2023/1/28 2024/2/10

ポ
ス
タ
ー

内
容

毛糸・ファー・ボア・
チャンキーニットを使
用したバッグや小物

三重県志摩市のあこや
真珠から取り出し体験
したエシカルパールを
使ったアクセサリー

ブランド 系統 中心客層 中心価格帯

A ジーニングカジュアル
20代後半～40代前
半の幅広い層

ﾄｯﾌﾟｽ：2,000円～
5,000円前後
ﾎﾞﾄﾑｽ：3,000円～
8,000円前後

G
ストリートカジュアル
セクシーカジュアル

10代後半～20代後
半の若い層

トップス: 5,000円～
8,000円前後
ボトムス：3,000円～
8,000円前後

T/K
古着／ヴィンテージ／
アンティーク

10代～70代の幅広
い層

古着:数百円～4,000
円程度
ｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞ･ｱﾝﾃｨｰｸ:数
万円台程度

H
ロリータ・ガーリー
ファッション

10代後半～30代の
比較的若い層

ﾜﾝﾋﾟｰｽ･ﾄﾞﾚｽ: 30,000
円～40,000円程度
帽子･頭飾り: 6,000
円～12,000円程度

M
グランジ・ストリート
都会的カジュアル

20代前半～30代の
若い層

Tｼｬﾂ･ｶｯﾄｿｰ: 10,000
円台後半～30,000円
台程度
ｱｳﾀｰ･ｼﾞｬｹｯﾄ: 50,000
円～100,000円台

表1．心斎橋オーパとの産学連携イベント
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表2．受け入れブランドの特徴
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ネラルマネージャー S 氏による講義、その
後オーパに入館している 5 ブランドの店長に
よる各ブランドの特徴や販売の心得について
の講話を実施した。
　第二部では、オーパの館内を学生が自由見
学した後、学生が配属されるブランドに移動
して店頭での販売実践を行い、その後再び集
合して反省会を行った。

ぺージや各ブランド公式ホームページより抜
粋した（表 2）。

4．心斎橋オーパでの販売研修
　表 3 は 10 月 27 日（月）に実施した販売研
修のスケジュールである。また、販売研修の
様子を写真 1 ～ 5 にまとめた。
　今回オーパで実施した販売研修の第一部で
はオーパの歴史や商業施設、業態についてゼ
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写真 2.第一部：店長の講話後の質疑応答 

表 3. 大阪夕陽丘学園ショップスタイリストコース 1年 販売研修スケジュール 

写真 1.第一部：GMの講義 

時間 大阪夕陽丘学園短期大学 心斎橋OPA 参加時間 参加者 補足事項

大阪夕陽丘学園短期大学　到着
＠きれい館B2　会議室 司会進⾏︓営業M⽒

オリエンテーション（〜14:00）
心斎橋OPAとは、ショッピングモールについて Sゼネラル・マネージャー オリエンテーション（15分程度）

本⽇の流れ、館内ルール等説明

［G］（10分） 14:00-14:10 店⻑︓Kさま

［M］（10分） 14:10-14:20 店⻑︓Mさま

［A］（10分） 14:20-14:30 店⻑︓Oさま

［T/K］（10分） 14:30-14:40 店⻑︓Iさま

［H］（10分） 14:40-14:50 店⻑︓Sさま

館内視察　⾃由⾒学

1F オーパカウンター前に集合 点呼後、各ブランドへ移動

［G］ I.Y、M.M、M.S

［M］ M.U、Y.R

［A］ O.A、M.R

［T/K］ O.S、K.R

［H］ U.H、T.H、M.H

反省会
＠きれい館B2　会議室

※販売研修振り返り（オーパ事務所より）
※各ブランドへ、アンケートを配布、回収。
（学生の働きぶりを講評）

解散

店⻑講義
きれい館　地下2F　事務所にて実施

店頭販売研修（職場体験）
15︓30〜16︓30 15:30-16:30

各店⻑さまの講話10分
学生との質疑応答含む

各ブランドでの販売実践研修は1時間

第
一
部

第
二
部

13：30

13：40

16：30

16：40

17：20

14：00

15：30

13：55

14：50

15：00

15：25

15：30

表3．大阪夕陽丘学園ショップスタイリストコース1年　販売研修スケジュール
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写真 2.第一部：店長の講話後の質疑応答 

表 3. 大阪夕陽丘学園ショップスタイリストコース 1年 販売研修スケジュール 

写真 1.第一部：GMの講義 

時間 大阪夕陽丘学園短期大学 心斎橋OPA 参加時間 参加者 補足事項

大阪夕陽丘学園短期大学　到着
＠きれい館B2　会議室 司会進⾏︓営業M⽒

オリエンテーション（〜14:00）
心斎橋OPAとは、ショッピングモールについて Sゼネラル・マネージャー オリエンテーション（15分程度）

本⽇の流れ、館内ルール等説明

［G］（10分） 14:00-14:10 店⻑︓Kさま

［M］（10分） 14:10-14:20 店⻑︓Mさま

［A］（10分） 14:20-14:30 店⻑︓Oさま

［T/K］（10分） 14:30-14:40 店⻑︓Iさま

［H］（10分） 14:40-14:50 店⻑︓Sさま

館内視察　⾃由⾒学

1F オーパカウンター前に集合 点呼後、各ブランドへ移動

［G］ I.Y、M.M、M.S

［M］ M.U、Y.R

［A］ O.A、M.R

［T/K］ O.S、K.R

［H］ U.H、T.H、M.H

反省会
＠きれい館B2　会議室

※販売研修振り返り（オーパ事務所より）
※各ブランドへ、アンケートを配布、回収。
（学生の働きぶりを講評）

解散

店⻑講義
きれい館　地下2F　事務所にて実施

店頭販売研修（職場体験）
15︓30〜16︓30 15:30-16:30

各店⻑さまの講話10分
学生との質疑応答含む

各ブランドでの販売実践研修は1時間

第
一
部

第
二
部

13：30

13：40

16：30

16：40

17：20

14：00

15：30

13：55

14：50

15：00

15：25

15：30

写真1．第一部：GMの講義

 

心斎橋 OPA における販売研修から見えた課題と今後の展望 1 

3.心斎橋オーパでの販売研修 

 表 3は 10 月 27 日（月）に実施した販売研修

のスケジュールである。また、販売研修の様子

を写真 1～5にまとめた。 

今回オーパで実施した販売研修の第一部で

はオーパの歴史や商業施設、業態についてゼネ

ラルマネージャーS氏による講義、その後オー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パに入館している 5 ブランドの店長による各

ブランドの特徴や販売の心得についての講話

を実施した。 

第二部では、オーパの館内を学生が自由見学

した後、学生が配属されるブランドに移動して

店頭での販売実践を行い、その後再び集合して

反省会を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.第一部：店長の講話後の質疑応答 

表 3. 大阪夕陽丘学園ショップスタイリストコース 1年 販売研修スケジュール 

写真 1.第一部：GMの講義 

時間 大阪夕陽丘学園短期大学 心斎橋OPA 参加時間 参加者 補足事項

大阪夕陽丘学園短期大学　到着
＠きれい館B2　会議室 司会進⾏︓営業M⽒

オリエンテーション（〜14:00）
心斎橋OPAとは、ショッピングモールについて Sゼネラル・マネージャー オリエンテーション（15分程度）

本⽇の流れ、館内ルール等説明

［G］（10分） 14:00-14:10 店⻑︓Kさま

［M］（10分） 14:10-14:20 店⻑︓Mさま

［A］（10分） 14:20-14:30 店⻑︓Oさま

［T/K］（10分） 14:30-14:40 店⻑︓Iさま

［H］（10分） 14:40-14:50 店⻑︓Sさま

館内視察　⾃由⾒学

1F オーパカウンター前に集合 点呼後、各ブランドへ移動

［G］ I.Y、M.M、M.S

［M］ M.U、Y.R

［A］ O.A、M.R

［T/K］ O.S、K.R

［H］ U.H、T.H、M.H

反省会
＠きれい館B2　会議室

※販売研修振り返り（オーパ事務所より）
※各ブランドへ、アンケートを配布、回収。
（学生の働きぶりを講評）

解散

店⻑講義
きれい館　地下2F　事務所にて実施

店頭販売研修（職場体験）
15︓30〜16︓30 15:30-16:30

各店⻑さまの講話10分
学生との質疑応答含む

各ブランドでの販売実践研修は1時間

第
一
部

第
二
部

13：30

13：40

16：30

16：40

17：20

14：00

15：30

13：55

14：50

15：00

15：25

15：30

写真2．第一部：店長の講話後の質疑応答
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い、学生に聞き取りを行った結果、各ブラン
ドでの販売実践において実施した内容は以下
であった。
　［A］�①店内の案内、②商品ディスプレイ

の紹介、③接客の方法、④お客様へ
の挨拶、⑤商品の整理整頓

　［G］�①店内の案内、②商品ディスプレイ
の紹介、③接客の方法、④お客様へ
の挨拶、⑤商品の整理整頓

　［H］�①店内の案内、②商品ディスプレイ、
紹介、③接客の方法、④お客様への
挨拶、⑤お客様へのお声がけ、⑥各
自ボディーのコーディネート

　［M］�①店内の案内、②商品ディスプレイ
の紹介、③接客の方法、④お客様へ
の挨拶、⑤商品の整理整頓

［T/K］�①店内の案内、②商品ディスプレイ
の紹介、③接客の方法、④各自ボ
ディーのコーディネート対決

　全ブランドとも、①店内の案内、②商品ディ
スプレイの紹介、③接客の方法については学
生に指導している。［A］、［G］、［M］の店舗
研修の内容は概ね同様で、これらのブランド
は接客方法を重視した指導であることが分か
る。
　「H」は学生一人ひとりに「冬」をテーマ

５．ブランドから各学生への評価と考察
　販売研修にて学生受け入れの 5 ブランド
に、各学生の働きぶりの評価について以下の
アンケートによる回答を依頼した（表 4）。
　質問項目は、「1．元気な挨拶」、「2．気持
ちの良い返事」、「3．お客様へのお声がけ」、

「4．商品の丁寧な取り扱い」、「5．接客の柔
軟性」、「6．自主的な行動」、「7．私語を慎む」
の 7 項目で、この質問項目に対して、「大変
悪い＝1」、「悪い＝2」、「どちらでもない＝3」、

「良い＝ 4」、「大変良い＝ 5」とポイント化し
た。良い働きぶりであるほど獲得ポイントが
高く、販売研修で優秀であるとの仮説を立て
た。
　後日、授業の中で販売研修の振り返りを行

4 大阪夕陽学園短期大学 紀要 第●号 202● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.ブランドから各学生への評価と考察 

 販売研修にて学生受け入れの 5 ブランドに、

各学生の働きぶりの評価について以下のアン

ケートによる回答を依頼した(表 4)。 

質問項目は、「1.元気な挨拶」、「2.気持ちの

良い返事」、「3.お客様へのお声がけ」、「4.商品

の丁寧な取り扱い」、「5.接客の柔軟性」、「6.自

主的な行動」、「7.私語を慎む」の 7項目で、こ

の質問項目に対して、「大変悪い＝1」、「悪い＝

2」、「どちらでもない＝3」、「良い＝4」、「大変

良い＝5」とポイント化した。良い働きぶりで

あるほど獲得ポイントが高く、販売研修で優秀

であるとの仮説を立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後日、授業の中で販売研修の振り返りを行い、

学生に聞き取りを行った結果、各ブランドでの

販売実践において実施した内容は以下であっ

た。 

［A］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［G］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［H］①店内の案内、②商品ディスプレイ、 

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤お客様へのお声がけ、⑥各自ボ

ディーのコーディネート 

［M］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［T/K］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④各自ボディー

のコーディネート対決 

全ブランドとも、①店内の案内、②商品ディ

スプレイの紹介、③接客の方法については学生

に指導している。［A］、［G］、［M］の店舗研修の

内容は概ね同様で、これらのブランドは接客方

法を重視した指導であることが分かる。 

1 2 3 4 5

1.元気な挨拶 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

2.気持ちの良い
   返事

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

3.お客様への
   お声がけ

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

4.商品の丁寧な
   取扱い

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

5.接客の柔軟性 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

6.自主的な行動 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

7.私語を慎む 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

写真 3.第二部：T/K での研修 写真 4.第二部：A での研修 写真 5.第二部：H での研修 

表 4.販売研修のアンケート 

写真3．第二部：T/Kでの研修
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4.ブランドから各学生への評価と考察 

 販売研修にて学生受け入れの 5 ブランドに、

各学生の働きぶりの評価について以下のアン

ケートによる回答を依頼した(表 4)。 

質問項目は、「1.元気な挨拶」、「2.気持ちの

良い返事」、「3.お客様へのお声がけ」、「4.商品

の丁寧な取り扱い」、「5.接客の柔軟性」、「6.自

主的な行動」、「7.私語を慎む」の 7項目で、こ

の質問項目に対して、「大変悪い＝1」、「悪い＝

2」、「どちらでもない＝3」、「良い＝4」、「大変

良い＝5」とポイント化した。良い働きぶりで

あるほど獲得ポイントが高く、販売研修で優秀

であるとの仮説を立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後日、授業の中で販売研修の振り返りを行い、

学生に聞き取りを行った結果、各ブランドでの

販売実践において実施した内容は以下であっ

た。 

［A］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［G］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［H］①店内の案内、②商品ディスプレイ、 

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤お客様へのお声がけ、⑥各自ボ

ディーのコーディネート 

［M］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［T/K］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④各自ボディー

のコーディネート対決 

全ブランドとも、①店内の案内、②商品ディ

スプレイの紹介、③接客の方法については学生

に指導している。［A］、［G］、［M］の店舗研修の

内容は概ね同様で、これらのブランドは接客方

法を重視した指導であることが分かる。 

1 2 3 4 5

1.元気な挨拶 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

2.気持ちの良い
   返事

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

3.お客様への
   お声がけ

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

4.商品の丁寧な
   取扱い

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

5.接客の柔軟性 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

6.自主的な行動 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

7.私語を慎む 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

写真 3.第二部：T/K での研修 写真 4.第二部：A での研修 写真 5.第二部：H での研修 

表 4.販売研修のアンケート 

写真5．第二部：Hでの研修
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4.ブランドから各学生への評価と考察 

 販売研修にて学生受け入れの 5 ブランドに、

各学生の働きぶりの評価について以下のアン

ケートによる回答を依頼した(表 4)。 

質問項目は、「1.元気な挨拶」、「2.気持ちの

良い返事」、「3.お客様へのお声がけ」、「4.商品

の丁寧な取り扱い」、「5.接客の柔軟性」、「6.自

主的な行動」、「7.私語を慎む」の 7項目で、こ

の質問項目に対して、「大変悪い＝1」、「悪い＝

2」、「どちらでもない＝3」、「良い＝4」、「大変

良い＝5」とポイント化した。良い働きぶりで

あるほど獲得ポイントが高く、販売研修で優秀

であるとの仮説を立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後日、授業の中で販売研修の振り返りを行い、

学生に聞き取りを行った結果、各ブランドでの

販売実践において実施した内容は以下であっ

た。 

［A］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［G］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［H］①店内の案内、②商品ディスプレイ、 

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤お客様へのお声がけ、⑥各自ボ

ディーのコーディネート 

［M］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［T/K］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④各自ボディー

のコーディネート対決 

全ブランドとも、①店内の案内、②商品ディ

スプレイの紹介、③接客の方法については学生

に指導している。［A］、［G］、［M］の店舗研修の

内容は概ね同様で、これらのブランドは接客方

法を重視した指導であることが分かる。 

1 2 3 4 5

1.元気な挨拶 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

2.気持ちの良い
   返事

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

3.お客様への
   お声がけ

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

4.商品の丁寧な
   取扱い

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

5.接客の柔軟性 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

6.自主的な行動 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

7.私語を慎む 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

写真 3.第二部：T/K での研修 写真 4.第二部：A での研修 写真 5.第二部：H での研修 

表 4.販売研修のアンケート 

写真4．第二部：Aでの研修
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4.ブランドから各学生への評価と考察 

 販売研修にて学生受け入れの 5 ブランドに、

各学生の働きぶりの評価について以下のアン

ケートによる回答を依頼した(表 4)。 

質問項目は、「1.元気な挨拶」、「2.気持ちの

良い返事」、「3.お客様へのお声がけ」、「4.商品

の丁寧な取り扱い」、「5.接客の柔軟性」、「6.自

主的な行動」、「7.私語を慎む」の 7項目で、こ

の質問項目に対して、「大変悪い＝1」、「悪い＝

2」、「どちらでもない＝3」、「良い＝4」、「大変

良い＝5」とポイント化した。良い働きぶりで

あるほど獲得ポイントが高く、販売研修で優秀
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後日、授業の中で販売研修の振り返りを行い、

学生に聞き取りを行った結果、各ブランドでの

販売実践において実施した内容は以下であっ
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［A］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［G］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［H］①店内の案内、②商品ディスプレイ、 

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤お客様へのお声がけ、⑥各自ボ

ディーのコーディネート 

［M］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④お客様への挨

拶、⑤商品の整理整頓 

［T/K］①店内の案内、②商品ディスプレイの

紹介、③接客の方法、④各自ボディー

のコーディネート対決 

全ブランドとも、①店内の案内、②商品ディ

スプレイの紹介、③接客の方法については学生

に指導している。［A］、［G］、［M］の店舗研修の

内容は概ね同様で、これらのブランドは接客方

法を重視した指導であることが分かる。 

1 2 3 4 5

1.元気な挨拶 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

2.気持ちの良い
   返事

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

3.お客様への
   お声がけ

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

4.商品の丁寧な
   取扱い

大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

5.接客の柔軟性 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

6.自主的な行動 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

7.私語を慎む 大変悪い 悪い どちらでもない 良い 大変良い

写真 3.第二部：T/K での研修 写真 4.第二部：A での研修 写真 5.第二部：H での研修 

表 4.販売研修のアンケート 表4．販売研修のアンケート
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表 5 の各ブランドからの評価による学生の獲
得ポイント数については、当初は高ポイント
を獲得した学生が総体的に販売実践で優秀で
あるという仮説を立てていたが、ブランドか
らの学生評価は必ずしも公平ではないと言え
る。
　表 6 は 5 ブランドに各学生の働きぶりにつ
いて評価を依頼したアンケートの単純集計で
ある。全ての設問で「大変悪い」、「悪い」の
評価はない。本コースの学生の殆どがアパレ
ルブランドでの接客は初めてだったが、大方
の学生は接客のアルバイトを行っており、挨
拶や返事は日常からよく出来ている印象を受
ける。このようなアルバイト経験が販売実践
でも発揮できたと言える。
　「3．お客様へのお声がけ」や「5．接客の
柔軟性」、「6．自主的な行動」に関しては「ど
ちらでもない」との評価が多い。1 時間とい
う短時間での販売実践は、学生がブランドの
雰囲気にも接客という仕事にも慣れていな
い。「3．お客様への声掛け」や「5．接客の
柔軟性」、「6．自主的な行動」は、接客の基
本を十分にマスターし、その上でその時々に
何が必要なのかを自身で発想できなければこ
のような行動に移せない。アパレルブランド
での接客経験がほぼ無い学生にはなかなか難
しいミッションであったと考える。
　また、前述したように［H］、［T/K］では
店内のディスプレイを完成させることに重き
を置いた指導を行っているため、「3．お客様
への声掛け」、「5．接客の柔軟性」、「6．自主
的な行動」の項目は学生の評価に繋がってい
ない可能性があるのではないかと推測する。

6．学生の感想
　表 7 は、学生が振り返りの際に書いた販売
研修の自筆の感想である（表 7）。配属ブラ
ンドによって接客指導の方法や学生に実践さ
せた仕事内容が異なっていたが、全ての学生
は販売実践の内容に満足しており、達成感も

にトルソーを使用したコーディネートをさせ
ており、「T/K」も同様、学生にテーマを与
え、トルソーに学生の感性・センスをコーディ
ネートさせ、店長が採点して良いと思われる
方を店頭に展示することとしていた。
　［H］、［T/K］に関しては、接客方法を重
視した指導というよりは、店内のディスプレ
イを学生の感性・センスで完成させるという
クリエイティブ面を伸び伸び発揮させること
に重きを置いた指導を行っている。
　このように、各ブランドによって接客指導
の方法や学生に与える仕事内容に相違があ
る。それに加え、学生の働きぶりについて何
を重要視しているかも異なっている。よって
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6.学生の感想 

 表 7は、学生が振り返りの際に書いた販売

研修の自筆の感想である（表 7）。配属ブラン

ドによって接客指導の方法や学生に実践させ

た仕事内容が異なっていたが、全ての学生は

販売実践の内容に満足しており、達成感も得 

られていた。表 7 をもとに各ブランドの学生

の感想を要約する。 

ブランド 学生氏名 総ポイント数
A O.A 26
A M.R 26
G I.Y 28
G M.M 28
G M.S 28
H U.H 32
H T.H 29
H M.H 32
M M.U 24
M Y.R 24
T/K O.S 25
T/K K.R 25

表 5.学生の獲得ポイント数 表 6.販売研修のアンケート結果 表5．学生の獲得ポイント数

 

心斎橋 OPA における販売研修から見えた課題と今後の展望 1 

「H」は学生一人ひとりに「冬」をテーマに

トルソーを使用したコーディネートをさせて

おり、「T/K」も同様、学生にテーマを与え、ト

ルソーに学生の感性・センスをコーディネート

させ、店長が採点して良いと思われる方を店頭

に展示することとしていた。 

［H］、［T/K］に関しては、接客方法を重視し

た指導というよりは、店内のディスプレイを学

生の感性・センスで完成させるというクリエイ

ティブ面を伸び伸び発揮させることに重きを

置いた指導を行っている。 

このように、各ブランドによって接客指導の

方法や学生に与える仕事内容に相違がある。そ

れに加え、学生の働きぶりについて何を重要視

しているかも異なっている。よって表 5 の各

ブランドからの評価による学生の獲得ポイン

ト数については、当初は高ポイントを獲得した

学生が総体的に販売実践で優秀であるという

仮説を立てていたが、ブランドからの学生評価

は必ずしも公平ではないと言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 は 5 ブランドに各学生の働きぶりにつ

いて評価を依頼したアンケートの単純集計で

ある。全ての設問で「大変悪い」、「悪い」の評

価はない。本コースの学生の殆どがアパレルブ

ランドでの接客は初めてだったが、大方の学生

は接客のアルバイトを行っており、挨拶や返事 

は日常からよく出来ている印象を受ける。この 

ようなアルバイト経験が販売実践でも発揮で

きたと言える。 

「3.お客様へのお声がけ」や「5.接客の柔軟

性」、「6.自主的な行動」に関しては「どちらで

もない」との評価が多い。1 時間という短時間

での販売実践は、学生がブランドの雰囲気にも

接客という仕事にも慣れていない。「3.お客様

への声掛け」や「5.接客の柔軟性」、「6.自主的

な行動」は、接客の基本を十分にマスターし、

その上でその時々に何が必要なのかを自身で

発想できなければこのような行動に移せない。

アパレルブランドでの接客経験がほぼ無い学

生にはなかなか難しいミッションであったと

考える。 

また、前述したように［H］、［T/K］では店内

のディスプレイを完成させることに重きを置

いた指導を行っているため、「3.お客様への声

掛け」、「5.接客の柔軟性」、「6.自主的な行動」

の項目は学生の評価に繋がっていない可能性

があるのではないかと推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.学生の感想 

 表 7は、学生が振り返りの際に書いた販売

研修の自筆の感想である（表 7）。配属ブラン

ドによって接客指導の方法や学生に実践させ

た仕事内容が異なっていたが、全ての学生は

販売実践の内容に満足しており、達成感も得 

られていた。表 7 をもとに各ブランドの学生

の感想を要約する。 

ブランド 学生氏名 総ポイント数
A O.A 26
A M.R 26
G I.Y 28
G M.M 28
G M.S 28
H U.H 32
H T.H 29
H M.H 32
M M.U 24
M Y.R 24
T/K O.S 25
T/K K.R 25

表 5.学生の獲得ポイント数 表 6.販売研修のアンケート結果 表6．販売研修のアンケート結果



大阪夕陽丘学園短期大学　紀要　第 68 号　202546

きている。
　また、［A］には来店客に外国人観光客も
多く、「スタッフの皆さんは文法を気にせず、
分かる単語を繋げて積極的に英語で会話して
いて驚いた。」「私も外国人の方に日本語では
あるが笑顔で“ありがとうございました”と
声掛けをすると笑顔が返ってきて感激した。」
と感想を書いており、接客は考えすぎず、先
ずやってみることの重要さを感じている。
　また［A］ではお客様への声掛けは“自然
に声のトーンを落として”としており、「接

得られていた。表 7 をもとに各ブランドの学
生の感想を要約する。
　［A］に配属された学生が店頭に立つ際に
気をつけることをスタッフに尋ねたところ、

「前日には着用する服を決め、スタッフ同士
で被らないよう情報を共有しているというこ
とを知った。」「販売スタッフは歩く広告塔な
ので、スタッフ全員が異なる服装をすること
で、幅広い種類の服をお客様にアピールして
いると思った。」と書いている。学生は販売
スタッフの細やかな心配りに気づくことがで

表7．販売研修の感想（学生自筆）
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り扱っているブランドであるため憧れを持っ
ており、販売実践では緊張していたようだが、
スタッフの方々の気さくな接し方に緊張の糸
も解けていったようである。
　「来店時の声掛けは［M］では“いらっしゃ
いませ”ではなく、“おはようございます”
や“こんにちは”を使うことを心がけている
と聞き、驚きました。またこの“家”に帰っ
て来た気持ちになれるようにという意味が込
められているそうです。」と新たな発見と驚
きを書いている。「高価な価格帯の商品が多
い［M］なので、接客は形式ばった感じかな
と緊張していましたが、明るくカジュアルに
お客様にお声がけしたり、接客を行っている
ことに驚きました。」と “接客”はお客様の
ためのものという認識が自分自身も楽しむも
のだという認識に変わったという感想を持っ
ている。
　［T/K］に配属された学生は、「店内の
VMD を詳細に説明して頂いた時、価格帯別、
男女別、系統別、というように来店客が分か
りやすく買い回りしやすいレイアウトが考え
られていることを知った。」「高額のアイテム
は高い位置に吊るすディスプレイをして、自
然な雰囲気で防犯面にも配慮がされているこ
とに驚いた。」「この膨大な数の商品と広い
店内での接客はかなり難しく、基本的には接
客はお客様から質問された際に行い、お客様
に自由に買い回りを楽しんでもらうことを大
切にしているということを知りました。」と
VMD の奥深さとお客様に圧力をかけない接
客方法に感銘を受けている。
　その後、学生 2 人でトルソーのコーディ
ネート対決をすることになったが、「時間内
に店内の膨大な商品の中から自分の思うアイ
テムを見つけ出すのが難しかった。」「毎回来
店頂くお客様に楽しんでもらいたいので頻繁
に VMD を変えているスタッフさんのコーデ
力は凄い。」と感想を書いている。スタッフ
の目利き力と、商品採用の素早い判断力に感

客は元気に大きな声でするブランドだけでは
ないことを知りました。私も落ち着いた接客
をされる方が落ち着くと思いました。」と様々
な接客方法があることを理解することができ
た。
　［G］に配属された学生たちは店舗にある
商品のサイズ感を学ぶ一環として、店頭の商
品を試着させて頂いた。その際、「スタッフ
の方がすぐに私に合うサイズのアイテムを
持って来て下さり驚いた。サイズを見抜く方
法が的確だった。」「次々と提案されるコー
ディネートのバリエーションの豊富さと、そ
の速さに驚いた。」という意見を書いており、

「試着室から出る際に、試着した服に合わせ
た履物を素早くコーディネートして持って来
て下さった。」と、スタッフのきめ細やかな
心遣いに感動していた。
　また、学生の就職活動についても自身の経
験を交え様々なアドバイスを下さったとのこ
とで、接客技術だけではなくスタッフの方々
の暖かい人間性にも触れることができたこと
が収穫と感じていた。
　［H］に配属された学生はお客様へのお声
がけの方法を一通り教わった後、「冬」をテー
マにトルソーを使い、コーディネートを組む
ことを任された。「私は普段からゴスロリ系
のファッションを着ることがないので、ス
タッフの方々にアドバイスを頂きながらコー
ディネートを組むことができました。」「ワ
ンピースだけでなくボンネット、アクセサ
リー、タイツ、靴などの小物までトータルに
コーディネートする、手抜きのない細かな
コーディネート力を見せて頂くことができま
した。」と感想を述べている。
　また店長という仕事の大変さや遣り甲斐に
ついてのお話を聞き、学生たちは自身の就職
活動について更に考えるきっかけになったよ
うである。
　［M］に配属された学生は、普段自分たち
が購入する洋服より高額な価格帯の商品を取
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K］を例とすると、今後は表 8 のように 5 週
に渡り研修期間を設け、1 週間ずつ全ブラン
ドを学生がローテーションするという販売研
修の実施を提案する。しかし、通常の授業実
施期間にこれだけの学外授業を実施すること
は不可能なため、産学連携のインターンシッ
プを夏期及び春期に実施することを検討した
い。
　また、産学連携の取り組みとはいえ、今回
の販売研修がオーパにとってもメリットにな
る点を明確にすることが重要である。ただで
さえ営業中に学生を受け入れ、指導すること
はブランドにとっても大きな負担となること
は容易に想像できる。
　表 9 ～ 11 は学生を受け入れて下さったブ
ランドの学生に対する評価であるが、表 9 の
ように全て「良い」と評価しているブランド
もあれば、表 10、表 11 のように 5 段階の評
価だけでなく、スタッフより学生の働きに対
してのコメントを頂いているものもある。配
属ブランドによって、学生への評価にばらつ
きがあることも事実であることが分かる。し
かしながら、学生を受け入れて頂き、販売研
修を実施して頂けるのであれば、学生の評価
については質問項目の回答を全て「良い」一
択で回答することなく、より掘り下げて評価
をして頂けるようお願いしていくことが必要
であると実感している。
　本学にとっては今回の販売研修を実施でき
たことは非常にメリットが多かったが、先方

動しており、この 2 人がコーディネートした
トルソーは実際に店頭に展示され、学生に
とっても非常に有益な体験ができた。

7．課題と今後の展望
　今回学生を受け入れて下さった各ブランド
で客への声掛けについての方針は、“元気な
声で”というブランドもあれば、“声のトー
ンは抑え気味に”というブランドもあった。
また、客が店内の商品を見ている際、「何か
お探しですか？」等の声掛けをするブランド
もあれば、可能な限り客に声掛けはせず、自
由に商品を見てもらうことを重視しているブ
ランドもあった。このように各ブランドとも
接客の方法は多種多様である。
　5 ブランドそれぞれで任された仕事内容が
異なるため、全員が同じブランドで同じス
タッフに評価されていないため公平な視点で
の評価を受けることができていないというこ
とになる。販売研修での評価を公平に受ける
ためには、本コースの学生全員を同じブラン
ドで受け入れてもらい、学生の働きぶりを評
価するブランドのスタッフを同一にすること
が望ましい。しかしこれらは不可能に近い。
　今回の販売研修は 1 日で完結し、販売実践
研修については 1 時間と短時間であった。前
述した通り、オーパは通常通りの営業であっ
たため、学生の研修を長時間受け入れること
はブランドにとっても売り上げに支障をきた
す。
　今後、販売研修を実施していくためには、
学生の受け入れ可能な商業施設と綿密な協議
を行うことが必要である。全学生を公平に評
価することが必要であるため、販売実践研修
で配属されるブランドを 1 ブランドに絞るの
ではなく、今回学生たちを受け入れて頂いた
オーパの例を挙げるとすれば、5 ブランドと
もに参加し評価を頂くことが適切であると考
える。
　オーパのブランド［A］、［G］、［H］、［M］、［T/
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M.S

［T/K］
I.Y
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Y.R ［A］ M.U
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Y.R ［G］ M.U
Y.R
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K.R ［H］ O.S
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［H］
U.H
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M.H

［M］
U.H
T.H
M.H

［A］
U.H
T.H
M.H

［T/K］
U.H
T.H
M.H

1週目 2週目 3週目 4週目 5週目

表8．販売研修のローテーション案の一例
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Challenges Identified Through Sales Training at 
Shinsaibashi OPA and Future Prospects

Aya SHIRASAKA
Osaka Yuhigaokagakuen College

Abstract
　Since around February 2021, when our university and Shinsaibashi OPA collaborated on a pop-up shop, 
we have continued to engage in industry–academia collaboration initiatives. Starting in the 2021 academic 
year, we have designed, produced, and sold accessories and small items that focus on gender neutrality 
and environmental issues. These include early concepts of men’s pearl accessories as well as pieces made 
from ethical Akoya pearls obtained through pearl extraction workshops.
　Starting in the 2025 academic year, our university renamed this program the “Shop Stylist Course,” 
and, in line with this change, we undertook industry–academia collaboration initiatives at OPA with a 
stronger focus on sales.
　The sales training was conducted in two parts. The first part consisted mainly of lectures on the 
fundamentals and mindset of retail sales, while in the second part, students engaged in hands-on 
sales training at various brands within OPA. This two-part program contributed to increased student 
satisfaction and enhanced their motivation toward future employment.

Keywords；	�Shinsaibashi OPA, pop-up shop, industry–academia collaboration initiatives, �
Shop Stylist Course, sales training, hands-on sales practice


